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サ
ン
テ
レ
ビ
震
災
報
道
映
像
の
公
開

佐
々
木　
和
子

一　
は
じ
め
に

　

二
〇
二
一
年
一
月
一
四
日
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館

震
災
文
庫
で
、
サ
ン
テ
レ
ビ
が
撮
影
・
制
作
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
関
連
映
像
、
公
開
動
画
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
」（
一
九
九
五
年
六
月
二
九
日
制
作
）
が
公
開
さ

れ
た
。

　

サ
ン
テ
レ
ビ
か
ら
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
、
作
成
し
た
震
災
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
旨
連
絡
が
あ
り
、
サ
ン
テ
レ
ビ
・
震
災
文

庫
・
人
文
学
研
究
科
、
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
で
最

初
の
会
合
を
も
っ
た
の
が
二
〇
二
〇
年
九
月
一
一
日
の

こ
と
。
震
災
文
庫
で
の
受
け
入
れ
が
決
ま
り
、
一
一
月

二
六
日
に
は
、
サ
ン
テ
レ
ビ
、
震
災
文
庫
、
人
文
学
研

究
科
の
関
係
者
が
、
震
災
映
像
の
公
開
に
つ
い
て
の
方

法
の
検
討
を
は
じ
め
た
。

　

そ
の
時
、
最
も
懸
念
材
料
に
あ
げ
ら
れ
た
の
が
、
肖

像
権
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
肖
像
権
の
課
題
に
つ

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
の
肖
像
権
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
基
に
、
公
開
に
至
っ
た
経
緯
を
報
告
す
る
。

二　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
と

      
肖
像
権
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

二
〇
二
一
年
四
月
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、「
肖
像
権
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
～
自
主

的
な
公
開
判
断
の
基
準
」
が
公
表
さ
れ
た
。
二
〇
一
九

年
以
来
、
三
回
の
円
卓
会
議
、
実
証
実
験
を
経
て
、
同

会
法
制
度
部
会
を
中
心
に
、
改
訂
を
重
ね
て
き
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
肖
像
権
は
、
法
律
上
で

明
文
化
さ
れ
た
著
作
権
と
異
な
り
、
裁
判
例
を
積
み
重

ね
、
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
権
利
の
対
象
や

保
護
の
射
程
は
す
べ
て
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
。
最
高
裁

判
所
は
そ
の
判
例
で
、
写
真
撮
影
お
よ
び
そ
の
公
表
に

よ
り
、
本
人
の
「
人
格
的
利
益
の
侵
害
が
社
会
生
活
上

受
忍
の
限
度
を
超
え
る
」
も
の
か
ど
う
か
検
討
し
て
、

①
被
撮
影
者
の
社
会
的
地
位
、
②
被
撮
影
者
の
活
動
内

容
、
③
撮
影
の
場
所
、
④
撮
影
の
目
的
、
⑤
撮
影
の
態

様
、
⑥
撮
影
の
必
要
性
の
六
要
素
を
「
総
合
考
慮
」
し

て
適
法
性
を
判
断
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
量
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
抱
え
る
ア
ー
カ

イ
ブ
の
現
場
で
は
、「
総
合
考
慮
」
の
判
断
が
困
難
で
、

死
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
機
関
の
現
場
担
当
者
が
肖
像
権
処
理
を
行
う
た
め
の

拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
提
案

が
探
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
機

関
に
お
け
る
自
主
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
の
参
考
・

下
敷
き
」
に
な
る
こ
と
を
求
め
て
い
る（

１
）。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
た
。
ま
ず
①
ス
テ
ッ
プ
１
「
知
人

が
見
れ
ば
誰
な
の
か
判
別
で
き
る
か
」
ど
う
か
を
判
別

し
、
可
能
な
も
の
は
、
②
ス
テ
ッ
プ
２
「
公
開
に
つ
い

て
同
意
が
あ
る
か
」
を
判
別
し
た
。
②
で
同
意
が
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
③
ス
テ
ッ
プ
３
「
公
開
に
よ
っ
て

一
般
に
予
想
さ
れ
る
本
人
へ
の
精
神
的
な
影
響
を
ポ
イ

ン
ト
計
算
」
を
適
用
し
、
０
点
以
上
は
公
開
可
、
以
下

マ
イ
ナ
ス
点
に
つ
い
て
は
、
公
開
範
囲
の
限
定
や
マ
ス

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告
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キ
ン
グ
に
よ
っ
て
対
応
す
る
も
の
と
し
た（
２
）。

ポ
イ
ン
ト

計
算
リ
ス
ト
は
、
六
要
素
に
基
づ
い
て
項
目
を
定
め
、

点
数
化
し
た
。

三　
サ
ン
テ
レ
ビ
映
像
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

今
回
判
別
の
対
象
と
し
た
の
は
、
サ
ン
テ
レ
ビ
撮
影

の
素
材
映
像
を
「
防
災
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
」
た
め

に
編
集
し
た
動
画
で
あ
る
。
撮
影
日
は
、
一
九
九
五
年

一
月
一
七
日
を
中
心
に
月
末
ま
で
。
こ
れ
ら
の
肖
像
権

の
判
別
は
、
以
下
の
手
順
で
行
っ
た
。
映
像
を
見
な
が

ら
、人
物
が
で
て
き
た
と
こ
ろ
で
一
旦
映
像
を
止
め
る
。

肖
像
権
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
第
３
版
を
参
考
に
、
各

要
素
に
つ
い
て
点
数
化
し
、
そ
の
合
計
に
よ
っ
て
公
開

度
を
採
点
し
た
表
。
そ
の
後
、
サ
ン
テ
レ
ビ
、
図
書
館
、

人
文
学
研
究
科
の
関
係
者
が
協
議
を
行
い
、
公
開
を
決

定
し
た
。

　

判
定
の
対
象
と
な
っ
た
場
面
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
が「
撮
影
後
20
年
経
過（
＋
10
）」、「
歴
史
的
事
件（
＋

20
）」
と
の
扱
い
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
が
問
題
な
く

「
公
開
可
」
と
な
っ
た
。
協
議
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

「
避
難
所
で
の
被
災
者
の
顔
の
ア
ッ
プ
」「
子
ど
も
の
顔

の
ア
ッ
プ
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
多
く
は
、
こ
の
映
像

が
、
す
で
に
研
究
・
教
育
の
た
め
に
編
集
・
公
開
し
た

も
の
で
あ
る
た
め
、「
刊
行
物
等
で
公
表
さ
れ
た
写
真

（
＋
10
）」
の
扱
い
と
し
た
た
め
、
公
開
に
問
題
な
い
と

し
た
。

四　
お
わ
り
に

　

現
在
、
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、

公
開
さ
れ
た
映
像
の
素
材
の
映
像
に

つ
い
て
、
肖
像
権
の
判
別
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
映
像
で
は
、
素
材

な
ら
で
は
の
臨
場
感
が
見
ら
れ
る

が
、「
刊
行
物
等
で
公
表
さ
れ
た
写

真
（
＋
10
）」
の
要
素
が
な
く
な
る

た
め
、
最
初
か
ら
10
点
低
い
ス
タ
ー

ト
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
以
前
よ
り

判
別
・
協
議
を
要
す
る
箇
所
が
増
え

て
き
て
い
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
六
年

を
経
て
、「
撮
影
後
20
年
経
過
」
の

ま
ま
で
よ
い
の
か
。
第
４
版
以
降
加

え
ら
れ
た「
代
替
性
の
な
い
写
真（
＋

10
）」
の
要
素
の
取
り
扱
い
は
、
地

元
な
ら
で
は
の
映
像
で
は
考
慮
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
閲
覧
方
法
を
と
る
の
か
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
抵
触
す
る
場
合
、
マ
ス

キ
ン
グ
を
行
う
の
か
、
今
後
課
題
と

な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、「
肖
像
権
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
唆
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
よ
う
な
公
益
性
の
高
い

ア
ー
カ
イ
ブ
で
の
加
点
要
素
も
議
論
し
、「
震
災
文
庫
」

で
の
独
自
の
「
肖
像
権
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
検
討
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る（

３
）。

3 
 

 
 
 

 
 

１ 被撮影者の社会的地位： 
⼀般⼈（±０）、公⼈（＋20）、16 歳未満の⼀般⼈（−20） 

２ 被撮影者の活動内容 
−1 活動の種類；歴史的事件（＋20） 
−２撮影者の⽴場：業務・当事者としての参加（＋5）、私⽣活・業務外（−10） 

３撮影の場所： 
公共の場（＋15）、⾃宅内・避難所内（−10）、病院・葬儀場（−15） 

４撮影の態様 
−１写り⽅：多⼈数（＋10）、特定の⼈物に焦点をあてず（＋10）、⼤写し（−10） 
−２撮影状況：承諾の意思表⽰（＋5）、撮られた認識なし（−10）、拒絶の意思（−20） 
−３被写体の状況：遺体・重傷（−20） 

５写真の出典： 
    刊⾏物等で公表された写真（＋10）、作品として展⽰・公表された写真（＋5）、 
    遺族が存在しない故⼈に関する写真（＋30） 
６撮影の時期： 

  撮影後 30 年経過（＋20）、撮影後 20 年経過（＋10） 
 

合計  0 点以上：公開可、 
−1〜−15：公開範囲を限定（館内等）、マスキング 

    −16〜−30：厳重なアクセス管理（事前申込の研究者の閲覧）、マスキング 
    −31：マスキング 
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註（
１
） 「
第
１　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
」『
肖
像
権

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
～
自
主
的
な
公
開
判
断
の
基

準　

二
〇
二
一
年
四
月
一
九
日
』
一
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://d
igitalarch

ivejap
an

.org/
w

p
co

n
ten

t/u
p

lo
a

d
s/2

0
2

1
/0

4
/

Shozokenguideline-20210419.pdf

（
二
〇
二
一

年
六
月
二
四
日
確
認
）

（
２
） 

註
（
１
）
参
照
，「
第
２　

肖
像
権
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
三
ペ
ー
ジ

（
３
） 

註
（
１
）
参
照
，「
第
３　

肖
像
権
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
解
説
」
一
七
ペ
ー
ジ

オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
古
文
書
初
級
講
座河

島　
裕
子

横
山　
朋
子

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
な
か
、
こ

れ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
対
面
形
式
で
は
な
く
オ
ン

ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
講
座
が
多
く
開
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
公
開
講
座
「
ま
ち
づ
く
り

地
域
歴
史
遺
産
活
用
講
座（

１
）」

の
受
講
者
を
対
象
と
し
た

オ
プ
シ
ョ
ン
講
座
で
あ
る
「
古
文
書
解
読
初
級
講
座
」

（
以
下
、「
初
級
講
座
」
と
す
る
。）
も
そ
の
例
外
で
は

な
く
、
二
〇
二
〇
年
度
は
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

講
座
を
開
催
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン

を
利
用
す
る
こ
と
で
生
じ
る
数
々
の
問
題
を
い
か
に
解

決
し
、
講
座
開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
の
か
と
い
う
経
緯
と

そ
の
実
施
内
容
を
中
心
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
課
題

や
今
後
の
展
望
な
ど
も
あ
わ
せ
て
報
告
し
た
い
。

　
「
初
級
講
座
」
は
「
ま
ち
づ
く
り
地
域
歴
史
遺
産
活

用
講
座
」
の
受
講
者
の
「
も
っ
と
専
門
的
に
古
文
書
を

読
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
要
望
を
受
け
て
、
二
〇
一
二

年
に
試
行
的
に
始
め
ら
れ
て
以
来
、
毎
年
初
心
者
向
け

に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
二
〇
一
四
年
か
ら
河
島

が
講
師
を
、
二
〇
一
五
年
か
ら
横
山
が
事
務
的
サ
ポ
ー

ト
を
担
当
し
て
い
る
。

　

従
来
は
神
戸
大
学
文
学
部
学
生
ホ
ー
ル
に
二
〇
名
前

後
の
受
講
者
が
集
ま
り
、
毎
回
配
布
さ
れ
る
紙
媒
体

の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
、
講
師
が
板
書
を
し
て
解

説
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
と
な
っ
た
二
〇
二
〇
年
度
は
、
九
月
の
毎
日
曜
日

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ア
プ
リ
「Zoom

」
を
使
用
し
、

受
講
者
は
各
自
パ
ソ
コ
ン
環
境
の
あ
る
自
宅
な
ど
で
、

Zoom

の
画
面
共
有
機
能
を
使
っ
てPow

erPoint

の

ス
ラ
イ
ド
と
講
師
の
解
説
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴
す

る
と
い
う
形
式
を
と
っ
た（

２
）。
開
講
前
に
は
、
紙
媒
体
の

テ
キ
ス
ト
を
郵
送
し
、
利
用
に
不
慣
れ
な
受
講
者
向
け

に
動
作
確
認
の
た
め
の
テ
ス
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
実
施

し
た（

３
）。
た
だ
し
、
対
面
形
式
で
は
お
こ
な
っ
て
い
た
く

ず
し
字
辞
典
の
貸
出
は
で
き
な
か
っ
た
。

一　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
壁

　

講
座
が
対
面
形
式
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
行
し
た
こ

と
で
、
準
備
か
ら
実
施
ま
で
様
々
な
問
題
―
「
オ
ン

ラ
イ
ン
の
壁
」
―
が
生
じ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
た
め
利
用
制
限
を
し
て
い
る
史

料
保
存
機
関
、
初
心
者
で
あ
る
の
に
く
ず
し
字
辞
典
が




